
～今月の花木～ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 上の図のように、樹木を腐朽させる菌の侵入経路は、

地上部では樹木の剪定後の切り口や草刈機の刃によ

る、地際部の外傷などからの侵入があり、また、地中で

は、根から感染することもあります。 

 腐朽菌が入ると健全な樹木では、樹木は抗菌物質を出

し、腐朽菌の侵入を阻もうとしますが、樹勢が弱っていた

り、腐朽菌側の力が強いと、腐朽は進行していきます。 

 腐朽菌の感染を防ぐには、大きな切り傷を残し、樹勢

の衰退を招く強剪定を避けることや、草刈で樹木の根元

を傷めないなど、植栽管理の仕方にも配慮が必要です。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樹木の腐朽病害を部位に分けると、大きく分け

て上の図のように分けることが出来ます。この中

で最も大きな被害を与えるのは、倒木などの原因

となる、根株心材腐朽です。ベッコウタケの菌は、

この腐朽を引き起こす代表的なものです。 

幹心材腐朽は、頻度が高く、コフキタケの菌

は、この腐朽を引き起こす代表的なものです。コ

フキタケは多年生で年々成長し、大量の胞子の

飛散により、傘の表面や周囲が茶色い粉を吹い

たようになります。また、地際部にも出ることもあ

り、根の腐朽被害を起こすことも多いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

野 崎 造 園 新 聞 
２０１４. 9～10月号 

キンモクセイ 金木犀 

モクセイ科・常緑小高木・中国原産 

春のジンチョウゲと並び、芳香性の高い樹木であ

る。身近な場所によく植えられている。 

第 76号 

 

キ
ノ
コ
は
、
カ
ビ
と
同
じ
仲

間
で
動
物
で
も
植
物
で
も
な

く
「
菌
類
」
に
分
類
さ
れ
ま
す
。

ど
の
よ
う
に
栄
養
を
取
っ
て

い
る
か
に
よ
り
、
キ
ノ
コ
は

「
腐
生
菌
」
、「
寄
生
菌
」、「
菌

根
菌
」
に
分
け
ら
れ
ま
す
。 

 
 

 

腐
生
菌
は
動
植
物
の
死
体

や
糞
を
栄
養
と
し
、
そ
れ
ら
を

分
解
し
ま
す
。
シ
イ
タ
ケ
や
ナ

メ
コ
も
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

寄
生
菌
は
生
き
た
動
植
物
の

体
内
に
入
り
栄
養
を
取
り
ま

す
。
セ
ミ
な
ど
の
幼
虫
に
寄
生

す
る
冬
虫
夏
草
や
樹
木
の
生

き
た
細
胞
に
菌
糸
が
入
り
込

み
養
分
を
取
る
ナ
ラ
タ
ケ
な

ど
が
あ
り
ま
す
。
菌
根
菌
は
樹

木
の
根
と
キ
ノ
コ
の
菌
糸
が

絡
ん
で
「
菌
根
」
を
つ
く
り
、

樹
木
と
お
互
い
に
必
要
な
栄

養
の
や
り
と
り
を
す
る
共
生

関
係
を
結
び
ま
す
。
マ
ツ
タ
ケ

や
ト
リ
ュ
フ
な
ど
は
菌
根
菌

に
あ
た
り
ま
す
。 

キ
ノ
コ
な
ど
の
菌
類
が
も

つ
腐
朽
に
よ
る
有
機
物
の
分

解
作
用
が
な
け
れ
ば
、
森
の
中

の
枯
木
や
落
葉
は
土
に
還
る

こ
と
は
無
く
、
ゴ
ミ
だ
ら
け
の

森
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

腐
朽
は
有
機
物
を
分
解
し

て
無
機
物
に
還
元
す
る
大
切

な
作
用
で
す
が
、
生
き
た
樹
木

に
何
ら
か
の
要
因
で
木
材
を

腐
朽
さ
せ
る
菌
が
侵
入
・
増
殖

し
、
材
の
腐
朽
を
進
行
さ
せ
る

と
枝
が
枯
れ
た
り
、
幹
や
根
が

腐
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う

に
樹
木
が
生
き
て
い
る
う
ち↗
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腐
朽
病
害
と
キ
ノ
コ 

 

☝キノコ（子実体）の発生は、（樹木の）腐朽病害のシグナルである 

 

キ
ノ
コ
の
語
源
は
「
木
の
子
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
秋
の
味
覚
と
し
て
愛
さ
れ
る
な
ど
、

良
い
イ
メ
ー
ジ
が
あ
る
反
面
、
樹
木
に
発
生
す
る
と
そ
の
樹
木
の
内
部
は
か
な
り
腐
っ
て
（
腐

朽
が
進
行
し
て
）
い
る
こ
と
が
多
く
、
樹
木
の
腐
朽
病
害
の
目
安
に
も
な
り
ま
す
。 

発行所 株式会社 野崎造園（本社） 

〒203-0044 東京都東久留米市柳窪 4-14-22 

Tel 042-471-4635〈代〉 Fax 042-471-4856 

http://www.nozaki-zoen.co.jp 

に
木
部
が
腐
朽
分
解
さ
れ
る

現
象
の
こ
と
を
「（
樹
木
の
）

腐
朽
病
害
」
と
よ
び
ま
す
。 

 

但
し
、
生
き
て
い
る
樹
木
と

い
え
ど
も
、
樹
木
の
木
部
の
な

か
で
内
側
の
大
部
分
を
占
め

る
心
材
と
よ
ば
れ
る
部
分
は
、

ほ
と
ん
ど
死
ん
だ
細
胞
か
ら

な
り
、
こ
の
部
分
が
腐
朽
し
て

も
、
樹
木
の
死
ん
だ
組
織
が
分

解
さ
れ
る
た
め
樹
勢
の
衰
弱

や
枯
死
に
至
る
こ
と
は
少
な

い
の
で
す
が
、
ベ
ッ
コ
ウ
タ
ケ

や
ナ
ラ
タ
ケ
な
ど
一
部
の
寄

生
性
の
強
い
腐
朽
菌
類
は
、 

樹
木
の
形
成
層
と
よ
ば
れ
る

生
き
た
組
織
を
犯
す
た
め
、
樹

勢
の
衰
退
や
枯
死
を
招
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
。 

 

ま
た
、
外
見
上
元
気
な
樹
木

で
も
内
部
の
腐
朽
が
進
行
し

て
い
る
も
の
は
、
強
度
低
下
を

伴
っ
て
い
る
た
め
、
倒
木
な
ど

の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。 

  

キ
ノ
コ
は
普
段
カ
ビ
の
よ

う
な
菌
糸
の
状
態
で
生
活
し

て
い
ま
す
が
、
繁
殖
の
た
め

に
、
胞
子
を
つ
く
る
組
織
を
形

成
し
た
も
の
を
「
子
実
体
（
し

じ
つ
た
い
）
」
と
よ
び
、
キ
ノ

コ
と
い
う
呼
称
は
い
わ
ば
子

実
体
の
俗
称
で
す
。 

 

生
き
た
樹
木
の
幹
の
下
部

や
地
際
部
に
キ
ノ
コ
の
発
生

が
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
そ
の
樹

木
の
内
部
で
は
、
菌
類
に
よ
る

腐
朽
が
相
当
進
行
し
て
い
る

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
た
と
え
、

キ
ノ
コ
を
取
り
除
い
て
殺
菌

剤
を
塗
布
し
て
も
、
殺
菌
剤

は
、
腐
朽
部
の
奥
ま
で
浸
透
し

な
い
た
め
、
腐
朽
菌
の
菌
糸
を

完
全
に
死
滅
さ
せ
る
こ
と
は

出
来
ま
せ
ん
。 

 

腐
朽
病
害
は
樹
木
点
検
や

診
断
に
よ
り
、
早
期
に
発
見
し

処
置
を
す
る
こ
と
で
、
樹
木
に

起
因
す
る
事
故
を
未
然
に
防

ぐ
こ
と
が
出
来
ま
す
。 

緑化樹木によく発生する、  

腐朽病害のキノコ 

☝ベッコウタケ 

☝コフキタケ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
～当社では障害者、親と暮らすことが出来ない子供たちの施設（社会福祉法人）に皆様から頂いた書類の使用済み切手等を使い、支援活動をしています。～ 

腐朽病害の例 シラカシ 

腐朽病害の例 イヌザクラ 

☜①枝葉も生い茂り、樹勢もよく、問題

が無さそうに見えますが、根元には多数

のキノコが発生しています。 

☝②＜南側の根元＞大型のキノコの発生が確認

できます。また、幹の途中から不定根が発生し、

この樹木自体が、何とか自らを保持しようと努力

しているのが、わかります。 

←北 南→ 

不定根 

☝③＜北側の根元＞キノコや

腐朽部の露出が見られます。 

☝④今後の管理や倒木のリスク等もあり、植え

替えをすることになり、伐採・抜根しました。 

☝⑤伐採した、地際から根株付近の状況です。 

かなり腐朽していました。 

腐朽部 

白っぽく見える腐朽部は、スポンジ状になって

おり、指で押すとブヨブヨでした。 

キノコ 

☜①新芽も吹き、遠目にはあまり問題が

無さそうですが、太い幹には大きな腐朽

部位が数か所確認できます。 

☝②根元には、キノコが多数発生しています。

根株腐朽が疑われ、上部の腐朽も大きいことや

駐車場内にある樹木のため、倒木した場合の被

害が懸念され、伐採することになりました。 

☝③根元付近を木槌で打音診断した所、部

分的に材が柔らかいような音がしました。 

☝④伐採した切株の断面です。断面積の

半分位は腐朽しています。樹幹内部の腐

朽空洞率が断面の 50％を超えた場合は、

落枝や倒木となる確率が高くなります。 

☝⑤腐朽部分はスポンジ状になっており、

長さ 45cm のバールが楽々と入りました。 

腐朽菌を完全に取り除くには、抜根や土壌

の入れ替えなども、必要になります。 


